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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 8,764 △9.1 3 ― 19 ― △25 ―

21年3月期第3四半期 9,638 ― △51 ― △33 ― △21 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △1.91 ―

21年3月期第3四半期 △1.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 13,406 7,501 56.0 570.54
21年3月期 13,481 7,614 56.4 578.96

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  7,501百万円 21年3月期  7,614百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 7.50 7.50
22年3月期 ― ― ―

22年3月期 
（予想）

7.50 7.50

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,000 △5.6 150 69.1 150 47.4 100 9.4 7.60
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表】４．その他をご覧下さい。］ 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表】４．その他をご覧下さい。］ 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 13,233,000株 21年3月期  13,233,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  84,410株 21年3月期  80,350株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 13,150,445株 21年3月期第3四半期 13,159,053株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今
後様々な要因により予想値と異なる場合があります。実際の業績等に影響を与える可能性のある重要な要因には、下記の事項があります。なお、業績に
影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。 
         （１） 季節的要因による出荷の遅れ 
         （２） 天候の不順による土木工事の遅れが原因の出荷の遅れ 
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当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、生産や輸出の持ち直しにより、一部で景気の底打ちの兆

しがあるものの、デフレの進行や円高等により企業収益は低迷を続けており、景気の先行きは不透明な状

況が続いております。 

 当社の関連するコンクリート製品業界におきましては、公共事業予算の継続的な縮減、又、景気低迷に

よる民間設備投資の大幅な減少等により、依然として厳しい業況が続いております。 

 このような状況の中で、当社は中期経営３カ年計画「リーバース３」の最終年を迎え、当社の主力製品

でありますボックスカルバートの、施工性経済性を追求した新工法の耐震性接着継手工法（Ｔ・Ｂ（タッ

チボンド）工法）の積極的な普及、拡販を軸に収益第一に努め、着実な成果をあげてまいりましたが、当

第３四半期累計期間の売上高は87億６千４百万円となり、前年同四半期に比べ9.1％の減収となりまし

た。 

 しかし、損益面におきましては、全社をあげて厳しい製造原価管理と販売費及び一般管理費の節減、即

ち「無駄取り運動」を続けてまいりました。その結果、営業利益で３百万円(前年同四半期は５千１百万

円の損失）、経常利益で１千９百万円（前年同四半期は３千３百万円の損失）となり、若干の改善をいた

しましたが、特別損益及び税金費用を加減算した結果、四半期純損失は２千５百万円（前年同四半期は２

千１百万円の損失）となりました。 

 なお、当社の事業は公共事業依存度が高く、その性質上、第３四半期以降に売上高等が集中する季節的

要因があります。 

  

(１) 当第３四半期会計期間末の財政状態 

当第３四半期会計期間末における総資産は134億６百万円（前事業年度末に比べ７千５百万円減少）と

なりました。流動資産は前事業年度末に比べ５千万円減少し、101億７千３百万円となり、固定資産は２

千４百万円減少して32億３千３百万円となりました。流動資産の主な増減は、現金及び預金の増加２億９

千３百万円、棚卸資産の増加３億１千３百万円、受取手形及び売掛金の減少６億６千９百万円となってお

ります。 

当第３四半期会計期間末における負債は59億５百万円（前事業年度末比べ３千８百万円増加）となりま

した。流動負債は前事業年度末に比べ５千万円減少し、54億３千５百万円となり、固定負債は前事業年度

に比べ８千９百万円増加し、４億６千９百万円となりました。流動負債の主な増減は、支払手形及び買掛

金の増加１千９百万円、賞与引当金の減少５千２百万円となっております。 

当第３四半期会計期間末における純資産は75億１百万円（前事業年度末に比べ１億１千３百万円減少）

となりました。主な減少は四半期純損失２千５百万円及び配当金の支払９千８百万円による利益剰余金の

減少１億２千３百万円となっております。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報
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(２) キャッシュ・フローの分析 

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」と云う）は前事業年度末に比べ、１

億９千３百万円増加（前年同四半期は８千７百万円の減少）し、当第３四半期会計期間末残高は７億８千

４百万円となりました。 

 （営業活動におけるキャッシュ・フロー） 

営業活動における資金収支は、税引前四半期純利益が１千４百万円となり、減価償却実施額１億２千９

百万円、売上債権の減少６億５千６百万円等の資金増加が、棚卸資産の増加３億１千３百万円等の資金の

減少を上回ったことにより、資金の増加は３億４千２百万円(前年同四半期は１億３千６百万円の増加）

となりました。 

 （投資活動におけるキャッシュ・フロー） 

投資活動における資金収支は、投資有価証券の売却による収入５千５百万円等の資金の増加を、有形固

定資産の取得による支出１億８百万円等の資金の減少が上回ったことにより、資金の減少は４千９百万円

（前年同四半期は１億２千８百万円の減少）となりました。 

 （財務活動におけるキャッシュ・フロー） 

財務活動における資金収支は、配当金の支払額９千６百万円等により、資金の減少は９千８百万円（前

年同四半期は９千５百万円の減少）となりました。 

  

わが国経済の現況は、内外の景気刺激策の効果により、一部に景気の持ち直し傾向がみられるものの、

民間設備投資や個人消費の低迷は改善がみられず、また、公共事業は今後更に削減の傾向が続くと見込ま

れ、当社を取巻く経営環境は依然として厳しい状況が続くと思われますが、引続き販路の拡充や、徹底し

た効率化の推進等により、全力を挙げて収益向上に努めてまいります。 

 なお、予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含

んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により開示した予想数値と異なる場合があります。 

  

3. 業績予想に関する定性的情報
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   １．一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前事業年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

  ２．棚卸資産の評価方法 

第１四半期会計期間末と第３四半期会計期間末における棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を

省略し、前事業年度末又は第２四半期会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により

算定しております。 

  ３．固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

  ４．法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前事業年度末において使用した将来業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法としております。 

平成21年６月26日開催の定時株主総会の日をもって役員退職慰労金制度を廃止することを決議い

たしました。これに伴い、当該制度廃止日までの期間に対応する役員退職慰労金相当額268,920千

円を、固定負債の「長期未払金」に振り替えて表示しております。 

4. その他

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,349,741 3,055,940

受取手形及び売掛金 4,887,770 5,557,278

製品 1,608,900 1,338,166

原材料及び貯蔵品 152,458 109,245

その他 186,903 177,487

貸倒引当金 △12,469 △14,283

流動資産合計 10,173,306 10,223,834

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 283,384 298,222

機械及び装置（純額） 163,706 168,168

土地 1,712,737 1,712,737

その他（純額） 284,728 282,734

有形固定資産合計 2,444,557 2,461,864

無形固定資産 76,384 77,614

投資その他の資産   

投資有価証券 371,290 403,921

その他 351,220 324,811

貸倒引当金 △9,903 △10,053

投資その他の資産合計 712,608 718,680

固定資産合計 3,233,549 3,258,158

資産合計 13,406,856 13,481,992

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,909,991 3,890,586

短期借入金 1,300,000 1,300,000

未払法人税等 13,597 21,305

賞与引当金 47,980 100,087

その他 164,428 174,992

流動負債合計 5,435,998 5,486,971

固定負債   

退職給付引当金 122,860 4,785

役員退職慰労引当金 － 304,470

長期未払金 268,920 －

その他 77,343 70,782

固定負債合計 469,124 380,037

負債合計 5,905,122 5,867,008
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,204,900 1,204,900

資本剰余金 819,054 819,054

利益剰余金 5,490,215 5,613,935

自己株式 △44,459 △41,981

株主資本合計 7,469,710 7,595,908

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 32,022 19,075

評価・換算差額等合計 32,022 19,075

純資産合計 7,501,733 7,614,984

負債純資産合計 13,406,856 13,481,992
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(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 9,638,829 8,764,027

売上原価 8,833,714 7,938,648

売上総利益 805,115 825,378

販売費及び一般管理費 856,245 822,345

営業利益又は営業損失（△） △51,130 3,032

営業外収益   

受取利息 12,050 13,175

受取配当金 4,043 2,560

その他 32,909 28,300

営業外収益合計 49,003 44,036

営業外費用   

支払利息 18,147 14,446

その他 13,333 13,263

営業外費用合計 31,480 27,710

経常利益又は経常損失（△） △33,608 19,358

特別利益   

固定資産売却益 156,836 －

投資有価証券売却益 － 513

その他 1,900 49

特別利益合計 158,736 563

特別損失   

固定資産除却損 6,049 5,386

減損損失 103,183 －

その他 574 －

特別損失合計 109,807 5,386

税引前四半期純利益 15,320 14,535

法人税、住民税及び事業税 13,916 14,032

法人税等調整額 23,094 25,578

法人税等合計 37,011 39,611

四半期純損失（△） △21,690 △25,075
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【第３四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 3,635,468 3,251,242

売上原価 3,319,331 2,909,953

売上総利益 316,137 341,289

販売費及び一般管理費 283,756 271,378

営業利益 32,380 69,911

営業外収益   

受取利息 73 27

受取配当金 540 －

その他 3,011 6,801

営業外収益合計 3,625 6,829

営業外費用   

支払利息 5,926 4,833

その他 1,140 5,030

営業外費用合計 7,067 9,863

経常利益 28,939 66,877

特別損失   

固定資産除却損 2,496 2,390

その他 129 －

特別損失合計 2,626 2,390

税引前四半期純利益 26,312 64,487

法人税、住民税及び事業税 4,620 4,645

法人税等調整額 18,691 18,919

法人税等合計 23,312 23,565

四半期純利益 3,000 40,922
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 15,320 14,535

減価償却費 142,613 129,176

減損損失 103,183 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,149 △12,587

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17,777 △35,550

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,627 △1,814

賞与引当金の増減額（△は減少） △55,930 △52,106

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,000 △11,000

受取利息及び受取配当金 △16,093 △15,735

支払利息 18,147 14,446

有形固定資産売却損益（△は益） △156,836 －

有形固定資産除却損 6,049 5,386

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 174 △513

ゴルフ会員権評価損 400 －

ゴルフ会員権売却損益（△は益） △1,900 －

その他の営業外損益（△は益） － 167

その他の特別損益（△は益） － △49

売上債権の増減額（△は増加） 1,340,639 656,902

たな卸資産の増減額（△は増加） △352,333 △313,946

その他の資産の増減額（△は増加） △12,908 △19,739

未払消費税等の増減額（△は減少） △23,625 △13,653

仕入債務の増減額（△は減少） △826,678 12,530

その他の負債の増減額（△は減少） △8,669 13,971

小計 170,553 370,420

利息及び配当金の受取額 12,939 12,857

利息の支払額 △18,147 △14,446

法人税等の支払額 △28,866 △26,723

営業活動によるキャッシュ・フロー 136,478 342,107

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △165,000 －

有形固定資産の取得による支出 △133,078 △108,427

有形固定資産の売却による収入 176,379 －

ソフトウエアの取得による支出 △8,200 －

投資有価証券の取得による支出 △450 △592

投資有価証券の売却による収入 － 55,412

ゴルフ会員権の売却による収入 2,458 －

投資その他の資産の増減額（△は増加） － 2,561

出資金の回収による収入 110 －

差入保証金の差入による支出 △891 △4,023
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

差入保証金の回収による収入 562 5,655

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,110 △49,414

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △4,799 △2,477

配当金の支払額 △90,582 △96,414

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,382 △98,892

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △87,013 193,801

現金及び現金同等物の期首残高 1,046,480 590,940

現金及び現金同等物の四半期末残高 959,466 784,741
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該当事項なし 

  

該当事項なし 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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